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新
潟
・大
武
Ⅱ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
島
郡
和
島
村
大
字
島
崎

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
五
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
和
島
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
丸
山

一
昭

５
　
遺
跡
の
種
類
　
自
然
流
路
跡
カ

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
村
の
北
東
部
、
西
山
丘
陵
に
属
す
る
低
丘
陵
の
裾
部
に
あ
る
。
周
辺

に
は
中
世
の
水
田
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
大
武
遺
跡
が
、
ま
た
郷
本
川
の
対
岸
に

は
南
北
朝
時
代
の
山
城
跡
で
あ

る
奈
良
崎
遺
跡
が
あ
る
。
郷
本

川
は
明
治
時
代
に
開
削
さ
れ
た

人
口
河
川
で
あ
る
か
ら
、
奈
良

崎
遺
跡
と
本
遺
跡
と
は

一
連
の

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
丘
陵
沿
い
で
は
製
鉄
関
連

遺
跡
が
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

山
田
郷
内
遺
跡
で
は
鍛
冶
工
房

跡
や
呪
符
木
簡
、
人
面
墨
書
石
が
出
上
し
て
い
る

（本
誌
第
一
四
号
）。

近
接
す
る
奈
良
崎
遺
跡
は
、
「色
部
高
長
軍
忠
状
案
」
に
見
え
る

「島
崎
城

郭
」
に
比
定
さ
れ
、
同
史
料
に
は
建
武
三
年

（
〓
≡
三
〇
、
立
て
こ
も
る
南
朝

方
の
小
木

。
風
間

。
河
内

。
池
氏
ら
を
北
朝
方
の
色
部
氏
ら
が
攻
め
落
城
さ
せ

た
と
あ
る

（和
島
村

『和
島
村
史

資
料
編
圧

〔
一
九
九
七
年
ご
。
本
遺
跡

・
木

簡
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。

調
査
は
県
道
改
修
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
面
積
は
約
四
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
狭

い
範
囲
な
が
ら
出
土
遺
物
の
密
度
は
高
く
、
珠
洲
な
ど
の
陶
磁
器
片
、
漆
器
、

下
駄
、
箸
状
木
製
品
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
。
遺
物
は
主
に
上
下
三
枚
の
包

含
層
か
ら
出
土
し
、
下
層
か
ら
は

（自
然
？
↓
流
路
を
中
心
に
木
簡
を
含
む
木

製
品
が
多
く
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い

　

「
（
符

篠

）

鬼

急

々
女日
【酢

酔

］
〕
　

　

　

　

　

　

　

Ｐｏ泉

∞
授

∞

常
滓

②
　
ｏ
「
日
本
国
諸
仏
諸
神
悦
也
忽
々
」

。
「　
文
和
三
年
六
月
十
八
日
　
」
　
　
　
　
　

Ｐ∞粟
］受
卜
露

側
は
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
上
端
は
圭
頭
に
整
形
す
る
が
、
下
端
は
欠
損
の
可

能
性
も
あ
る
。
②
は
上
端
を
圭
頭
に
し
下
端
を
尖
ら
せ
て
お
り
、
状
態
は
非
常

に
良
い
が
裏
面
の
墨
痕
は
若
千
か
す
れ
て
い
る
。
頭
部
両
側
面
に
は
食
い
込
み

痕
が
あ
り
、
何
か
に
く
く
り
つ
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
「文
和
三
年
」
全
〓
一五

(三 条)



1999年出上の木簡

四
）
の
紀
年
銘
を
持
ち
、
内
容
的
に
は
諸
々
の
神
仏
を
祭
る
も
の
で
あ
る
。

本
木
簡
の
釈
読

。
赤
外
線
写
真
撮
影
は
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏

。
同
大
学

院
生
相
沢
央
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（九
山
一
昭
）

新
潟
・馬
見
坂
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
新
発
田
市
大
字
佐
々
木
中
ノ
割

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
二
月
―
一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

・
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

団

４
　
調
査
担
当
者
　
土
橋
由
理
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
日
本
道
路
公
団
の
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
も

の
で
あ
る
。
調
査
対
象
地
は
新

発
田
市
の
西
部
に
当
た
り
、
Ｊ

Ｒ
白
新
線
の
南
東
に
接
し
て
い

る
。

一
九
五
二
―
五
六
年
の
第

二
期
鉄
道
建
設
で
砂
丘
を
削
平

し
た
際
に
、
縄
文
時
代
や
平
安

時
代
の
土
器
な
ど
遺
物
が
多
量

に
出
土
し
、
現
在
も
そ
れ
ら
の

遺
物
は
保
管
さ
れ
て
い
る
。

(1)赤外線画像
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(2)赤外線画像

(新発田)




